
雇用や資本.商品とサ-ビス.技術の活発な移勤により.企業による取引活動やそれが及ぽす景猪

はますますグロ-バノLIヒしているo

企業行動の規範として法と市場のもつ拘束力がもちろん必要ではあるが.それだけでは十分とはい

えない.

企業が自らの方針や行動に対して責任を負うことと.スjlホルダ-く企薬をとリまく利音関係者,

の尊敢と利零を尊皇することが基本となる.

繁栄を分かち合う責務などの価値観を共有することは.小規模な地域社会のみならずグロ-I.勺レな

社会においても重要であるo

以上の理由と.社会を前向きに変革していく上で企業が力強い担い手となり待るとの確信から1私た

ちは企業責任を模索するビジネスリ--ダ-による対話と行動の拠りどころとして以下の諸原則を提言

するqこうした提首を行うことによつて,企業の意恩決定において進徳的価値が必草不可欠であること

を私たちは主弓長したいo道徳的価値をもたずして.安定したビジネス関係や持続可能なグn-バル社

会を実現することは望み得ない.

原則1 企業の童任-全てのステ-クホルダ-に対して

企某の社会的存在価構は.企業が新たに生み出す富と雇用.消党者に対して貫に見合った議正

な価格で漣供する市墳性のある商晶とサ-ビスにある.そうした価値を凱造するためには,企業は

白らの縫済的健全性と成長力を維持することが不可欠であり.単に生き扶りをかけるだけでは十分

とはいえないb

企尭はまた.自らが創造した冨を分かち合うことによって.あらゆる顧客.従集鼻並びに株主の生

活の向上をlまかる役割を有している.仕入先や弟争相手も,企業が自らの載務を誠実かつ公正の

捕神で全うすることを期待することが裟まれる,さらに串業活勅が行われる操菓地.臥地域並び

にグロ-バル社会のr薫任ある市民1としてl企案はそれらの将窯を沢定する-翠を担っているD

原則2
企案の経済的.社会的影響一革新,正義並びにグローバル社会を目

指して

諸外国に拠点を置いて開発や生産.販売に携わる企業は.生産的尾用の創出と国民の林貫力の

向上を支援することに串つて.それらの国々の社会的発展に軍献しなければならない.企業はまた

事業活動を行う賓々の人権.教育,福祉.活性化に貢献すベきである,

企業は.効率的で適正な資源利用.自由で公正な競争.さらに技術や生産方或.マ-ケテイング,

コミュニケ-ションの喜新に領稜的に取り組むことによって.軍美活動を行う国のみならずグ口-パ

ル社会全挿の経済とその発展に責献しなけれぱならない.


